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Research Abstract

1)外側⽑帯核の下丘投射様式を他の聴覚⼊⼒系との関連においてより詳細に探るため、ネコを⽤いて逆⾏性トレーサーを下丘の各周波数域に注⼊した多数例において、下
丘に投射する脳幹ニューロン群の逆⾏標識発現パターンを多変量解析⽅で調べた。その結果同側の外側⽑帯腹側核(VLL)は反対側の蝸⽜神経核が共通の変動因⼦の⽀配を
強く受け投射パターンが瀰慢性であることが⽰唆された。これに対して外側⽑帯背側核(DLL)はまったく別の変動因⼦の⽀配を受け独⾃のいわばnucleotopicalな終⽌パタ
ーンであることがわかった。 

All

 
Search Research Projects How to Use

javascript:history.back();
https://kaken.nii.ac.jp/en/index/
https://kaken.nii.ac.jp/en/search/?qc=Grant-in-Aid%20for%20Scientific%20Research%20on%20Priority%20Areas
https://kaken.nii.ac.jp/en/search/?qe=Kanazawa%20University
https://kaken.nii.ac.jp/en/external/KAKENHI-PROJECT-09268211/?lid=80108141&mode=nrid-d
https://kaken.nii.ac.jp/en/external/KAKENHI-PROJECT-09268211/?lid=80251924&mode=nrid-d
https://kaken.nii.ac.jp/en/external/KAKENHI-PROJECT-09268211/?lid=00019613&mode=nrid-d
https://kaken.nii.ac.jp/en/external/KAKENHI-PROJECT-09268211/?lid=30019575&mode=nrid-d
https://support.nii.ac.jp/kaken/project_details
https://kaken.nii.ac.jp/en/index/
https://support.nii.ac.jp/kaken/howtouse/


Published: 1997-03-31   Modified: 2016-04-21  

Report (1 results)

1997 Annual Research Report

Research Products (4 results)

All  Other

All  Publications (4 results)

URL: https://kaken.nii.ac.jp/grant/KAKENHI-PROJECT-09268211/

2)時間コード処理のための神経回路に必須とされる抑制性ニューロンがGlycineとGABAのチャンネル別であるかどうか直接形態的にみるために、免疫組織化学(ネコ、ラ
ット、モグラ)や伝達物質の⾼親和性取り込み法(ネコ、モグラ)をおこなった。外側⽑帯核ニューロンの9割がGlycine and/of GABA陽性であることを⾒いだした。さらに
3H-GlycineとWGA-HRPの混合物を下丘に注⼊しオートラジオグラフ法との組み合わせで観察すると下丘投射VLLニューロンの3割が3H-Glycineを⾼親和性取り込んだ⼆
重標識ニューロンとして観察された。このことから外側⽑帯核ではGlycineとGABAの両⽅ともが抑制性の神経伝達物質として重要な役割を担っていると思われた。 
3)さらに妊娠ラットを⽤いて外側⽑帯核ニューロンの神経発⽣学的検索をおこなった。3H-Thymidineを⽤いたオートラジオグラフ法によるものにかわって最近BrdUを
⽤いた免疫組織化学による⽅法が新しい導⼊され、神経トレーサーや他の免疫組織化学との多重染⾊が技術的に可能となってきた。外側⽑帯核は(ラット胎⽣)E14に最終
分裂する均⼀な細胞集団であることがあきらかになった。
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